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コントラバシー 1・2・3・4	 さくら

コントラバシー 1　肥満症治療の中心は薬物治療か、食事・運動療法か
第２日目　2025年 1月 18日（土）09:00～ 09:50　　"さくら "

	 座長	 熊本大学大学院生命科学研究部 代謝内科学講座	 窪田　直人
　薬物治療の立場から

	 東京医科大学茨城医療センター 代謝・内分泌内科	 高本　偉碩
　食事・運動療法の立場から

	 岩手医科大学医学部内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌内科分野	 石垣　　泰

コントラバシー 2　炎症性腸疾患に栄養支援は必要か
第２日目　2025年 1月 18日（土）10:00～ 10:50　　"さくら "

	 座長	 浜松医科大学 内科学第一講座	 杉本　　健
　Prosの立場から

	 滋賀医科大学医学部附属病院 栄養治療部	 馬場　重樹
　Consの立場から

	 浜松医科大学 内科学第一講座	 石田　夏樹

コントラバシー 3　個々の栄養摂取量の設定基準は標準体重か現体重か
第３日目　2025年 1月 19日（日）09:00～ 09:50　　"さくら "

	 座長	 公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 	 稲垣　暢也
　標準体重として

	 京都大学医学部附属病院 疾患栄養治療部	 和田　啓子
　栄養摂取量の基準は現体重で検討すべき

	 医療法人徳洲会宇治徳洲会病院 栄養管理室	 赤尾　　志

コントラバシー 4　栄養管理・栄養指導での AIの活用は必要か
第３日目　2025年 1月 19日（日）10:00～ 10:50　　"さくら "

	 座長	 京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学	 矢部　大介
　《必要とする立場から》

	 京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構	 池田　香織
　《不要とする立場から》

	 北海道大学病院 糖尿病・内分泌内科	 中村　昭伸


